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　ニップンは、1896年（明治29年）に民間では我が国初
の近代的機械式製粉企業として創立し、以来、日本製粉株
式会社として製粉事業を基盤としつつ、時代と社会の変化
に対応しながら事業の多角化を進めてまいりました。特に
近年は、食をめぐる環境変化に対応し、グループ会社を含
めて食品事業への展開が一層広がり、今日では食品事業
が製粉事業の２倍の売上規模まで成長してまいりました。
2021年1月1日、日本製粉株式会社は「株式会社ニップン」
に会社名を変更いたします。
　創立以来120余年にわたる歴史の会社名を変更すること
は、多角的総合食品企業として、売上高5,000億円、営業
利益250億円をめざし、さらなる成長をする当社の姿、決
意を示しつつ、従来からの呼称である「ニップン」を使うこ
とでステークホルダーの皆さまからこれまで以上に親しみを
持っていただける会社となることを表しています。
　今年は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、国
内外の消費動向は大きく変化いたしました。当社グループ
では、社会的責任として安定的に食品を供給するため、細
心の注意を払い、お客さまおよび従業員の感染防止対策と
安全確保に努めてまいりました。ステークホルダーの皆さま

多角的総合食品企業の「ニップン」として大きく変革し、 
変わることのない食の安全・安心を追求していきます。

のご期待にお応えするよう、　「withコロナ」の時代における
食シーン、また「新しい生活様式」において必要不可欠な企
業として、引き続き成長してまいります。
　こうした大きな変化を踏まえ、今年より本報告書の名称を
これまでのCSR報告書から、思いを新たに「ニップンレポー
ト」に変更いたしました。
　これまでグループ全体で取り組んできた、「ESG
（Environment:環境、Social:社会、Governance:企業 
統治）」の取り組みについて、引き続きご説明させていただ
くとともに、今年は、当社グループの事業戦略やIR情報をよ
り充実させ、幅広いステークホルダーの皆さまに、当社がこ
れらの社会変化にどのように対応し、どのような姿をめざし
ているのかをより明確にお示しすることに努めております。
　当社グループは、持続的成長をめざし、コスト削減と販売の
強化を軸に既存の事業を充実させるとともに、今後成長が見込
まれる分野への積極的な投資を行うなど、多角的総合食品企
業としての事業基盤強化に取り組んでいます。同時に、ステー
クホルダーの皆さまからの、ESG課題の解決に向けた企業活
動に対する期待が高まる中、当社グループが今後も持続的な
成長を続けるため、ESGを重視した企業活動を行っています。

ニップングループは、食を通じて、 
皆さまの健康と明るい社会作りに貢献してまいります。

代表取締役会長　

澤田  浩
代表取締役社長　

前鶴  俊哉
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編集方針
　今年より、本報告書の名称を従来の「CSR報告書」から改め、「ニップ
ンレポート」に変更し、より財務情報の開示を充実させています。情報を必
要とするシーンに合わせ、要点のみを掲載した冊子版と、冊子版の内容の
詳細やデータ編を記載したWeb版の2方式で情報提供を行っています。

■ 見通しに関する注意事項
　本報告書に記載のある将来に関する記述は、不確定な要素・仮定に基
づくものであり、実際の将来の事実や結果と大幅に異なる可能性がありま
す。本報告書に記載のある、将来見通しに関連する記述については、全面
的な依拠はお控えいただくようお願いいたします。
　また、当社は、本報告書に含まれるいかなる情報についても、更新また
は改訂する責任を負うものではありません。

■ 報告対象期間
　2019年4月1日～2020年3月31日を対象としています。ただし、
必要に応じて当期間の前後についても言及しています。

ニップンの使命
ニップンは、すべてのお客さまから信頼される企業として、力強く成長しつづけます。
すべてのお客さまに、ご満足いただけるように日々努力をし、関係するあらゆる分野で、 
競争力のある、もっとも優れた商品とサービスを提供し、社会に貢献しつづけます。

わたくしたちの理念
   わたくしたちは、わたくしたちの商品とサービスを通じて、 
お客さまと感動をわかちあいます。

   わたくしたちは、現状に満足することなく、つねに改良、改善、そして改革に挑戦し、 
新しい時代をきりひらきます。

   わたくしたちは、 一人ひとりの力が最大限発揮でき、 
成果が正しく評価される環境を作り、その中で持っている力をだしきります。

   わたくしたちは、社会の良き一員として、正しい行動をとりつづけます。

　「E（環境）」の面では、総合的な環境マネジメントシステ
ムの観点から環境負荷削減の取り組みを行い、家庭用冷凍
食品においては、森林認証された紙や環境に配慮した原料
による紙トレーを使用するなど、積極的な環境負荷の削減
に努めています。
　「S（社会）」では、食の安全・安心、商品の安定供給に
全力を尽くしており、食品メーカーとしての社会的責任を今
後もしっかりと果たしてまいります。
　「G（ガバナンス）」では、一貫した企業姿勢を保ちつつ、

ステークホルダーの皆さまとの対話を踏まえた柔軟な経営
を行っています。また企業としての説明責任を果たすべく、
的確で適切な情報開示を行っています。
　「株式会社ニップン」となる2021年1月1日は、当社の
「第2の創業」ともいうべき大切な日であると考えます。大
きく激しく、変化する社会の中で、自らも変化し、持続的な
企業価値向上に取り組むニップングループのアグレッシブな
姿勢を、ステークホルダーの皆さまにご理解いただき、これ
からも歩みを共にしていただければ幸いです。
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ニップングループを取り巻く社会情勢

ニップングループの考える機会・リスクと対応策

　新型コロナウイルス感染症拡大による、従業
員の感染リスクを軽減するため、時差出勤や在
宅勤務など、柔軟な勤務形態を積極的に導入し
ています。また、お客さまの「新しい生活様式」
に対応する、新しい商品を考案することが求め
られてくると考えています。
　食品業界が置かれている厳しい事業環境に対
応するため、コスト削減を目的とした事業基盤
強化に取り組んでいます。一方で、今後成長が
見込まれる分野へは積極的な投資を行い、生産
拠点の再構築を進めています。特に、成長市場
であるアジアへは需要増対応・販路拡大のた
め、積極的に投資を行っています。また、社会

変化に伴う顧客ニーズの変化を新たな商品開発
の機会と捉え、新商品開発・研究を進めていま
す。例えば、女性の社会進出や共働き世帯の増
加により、調理に割ける時間が減少しています。
こうした社会的背景を踏まえ、調理時間を短縮
する商品の開発に取り組んでいます。また、多
角的総合食品企業として「食を通じて人々の健
康に貢献する」という使命のもと、食育活動や
健康に関する研究開発を推進しています。
　環境問題についても、当社に影響を及ぼす重
要な課題として取り組みを進めています。気候
変動による干ばつや多雨などの異常気象は、食
品の原料となる小麦等の農産物の収穫量や品質
に影響を及ぼすことが予想されます。これは原
材料コストの上昇に繋がるリスクとなり、安定し
た品質の商品を提供し続けることが難しくなる
など、当社グループの事業活動に影響を及ぼす
懸念があります。また、国内外の生産拠点にお
ける水使用量や排水の管理状況を把握し、水使
用量低減に取り組むとともに、廃棄物の再資源
化を進めることにより食品ロスの削減にも努め
ています。

持続可能な社会を作り、企業が長期的に成長し
ていくためにも、これらのESG活動が企業の長
期的な成長に繋がることを理解し、継続して努
力していくことが望まれると考えています。
　社会の大きな変化により、すべての企業に変
革が求められていますが、当社グループは社会
からの要請に応え、企業としての責任を果たし、
持続的な社会の実現に貢献していきます。

　本年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響
により、社会全体が大きく変化することになりま
した。当社グループは従業員の安全を確保しな
がらも、自粛要請に伴い急激に増加した家庭用
商品の需要に対応して、お客さまに食品を安定
供給していくという社会的責任を果たすことが
求められました。今後、新型コロナウイルスが収
束した後も、同様に感染症の拡大リスクへの対
策を行い、安定的に事業活動を継続していく必
要があると考えています。
　一方、落ち込んだ経済を立て直していく中
で、ESGへの取り組みを軽視することはあって
はならず、今後より一層対応が求められている
ものだと考えています。
　企業活動における人権尊重の対応や、気候変
動や海洋プラスチックごみ問題などの環境問題
への対応についても、急務であることに変わり
はありません。コロナ収束後に経済を再生し、
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当社は創立以来、パンや麺、菓子などの小麦粉食文化の発展に努め、お客さまととも
に歩んでまいりました。安全かつ安定した品質の小麦粉を供給することはもちろん、
お客さまの求める小麦粉の開発やサービスも含めたトータルサポートを行っています。

食品素材
厳選された原材料と長年の配合ノウハウの蓄積によるプレミックスや、小麦粉製粉で
培った技術を生かしたコーン・米粉、またシーズニングなど、業務用食材の提案を通
じて豊かな食生活を支えています。

加工食品
天ぷら粉やお好み焼粉といった粉類などを展開する「ニップン」ブランド、パスタやパ
スタソースなどを展開する「オーマイ」「REGALO」ブランドで、お客さまのニーズに
お応えするさまざまな商品をお届けしています。

冷凍食品
冷凍パスタやパスタソース、米飯、惣菜、弁当用惣菜、スナック、デザート、冷凍生地
などを家庭用・業務用で展開。簡便性をベースに、ワンランク上のおいしさと、さま
ざまなニーズに応える付加価値のある商品をお届けしています。

中食
飲食店での食事（外食）と家庭内での食事（内食）の中間に位置づけられる「中食」。
惣菜や弁当などの調理済み食品といった中食の製造工場を各地に配置し、時代の要求
にあった商品をお届けしています。

ヘルスケア
穀物を中心とした長年の研究結果を活用し、健康のために有効な成分を植物原料から
抽出した独自素材を開発。健康寿命や美容をサポートする商品を展開しています。

ペットケア
大切な家族であるペットの健康のために、良質で安全なペットフードを開発・製造し、
ペットとともに生活する時代の商品をお届けしています。

2019年度の成果 2020年度の目標

　ニップングループは、連結売上高5,000億円、連結営業利
益250億円をめざすという長期ビジョンを見据え、持続的成長
（Sustainable Growth）を成し遂げるためのさまざまな施
策を行っています。　
　2019年度は、消費者の根強い節約志向や労働力不足によ
る人件費・物流費等のコスト上昇などにより厳しさを増す事
業環境において、持続的成長を維持することをめざし、コスト
削減と販売の拡大を軸に既存の事業を充実させるとともに、
今後成長が見込まれる分野への積極的な投資を行うなど、多
角的総合食品企業としての事業基盤強化に取り組みました。
千葉工場のふすまバラ出荷設備が竣工したほか、2020年度
に継続される設備投資として、福岡工場でのプレミックス工場
新設、ニップン冷食（株）伊勢崎工場での冷凍食品工場増設、
NIPPN（Thailand）Co., Ltd.での冷凍生地製造工場新
設、インドネシアでのプレミックス工場新設など国内外で積極
的な設備投資を推進し、2019年度の投資額は130億6,700
万円となりました。

ニップンの事業内容

 製粉事業　　　　　　　　　　

 食品事業　　　　　　　　　　

 その他事業　　　　　　　　　　

売上高

1,026億円
（30%）

売上高

2,043億円
（59%）

売上高

378億円
（11%）

　2020年度は新型コロナウイルス感染症拡大により、国内外
での消費行動が今後も大きく変化していくと思われますが、こ
のような予測のつかない厳しい事業環境においても、持続的成
長を維持することをめざし、コスト削減と販売の強化を軸に既
存の事業を充実させるとともに、今後さらなる成長が期待でき
る冷凍食品・中食事業の高付加価値商品の開発に力を入れた
いと考えています。ニップン冷食（株）伊勢崎工場での冷凍食
品工場増設およびNIPPN（Thailand）Co., Ltd.の冷凍生地
製造工場新設など国内外で積極的な設備投資を推進し、多角的
総合食品企業としての事業基盤強化に取り組んでいます。
　4月1日から事業部門については、国内は「製粉」「食品」「中
食」の3事業本部体制、海外を担当する1事業本部を加え、4事
業本部体制としています。また、6月26日より、当社は監査
等委員会設置会社に移行し、監査・監督機能を強化するととも
に、コーポレートガバナンス体制をより一層充実させ、さらなる
企業価値向上をめざします。さらに、2021年1月1日より、当
社は会社名を「日本製粉株式会社」から「株式会社ニップン」へ
変更することを決定しました。従来からの呼称「ニップン」を新
社名に用いて、さらなる事業の拡大、発展を図っていきます。
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事業別売上高
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2019年度は、製粉事業では小麦粉および副製品のふすまの売上高が前年並みに推移し、食品事業が伸長したことにより全体では
増収となりました。利益面では、食品事業の戦略的コストの増加などにより営業減益となりましたが、純利益では増益となりました。

財務

※ 連結

売上高

3,448 億円

営業利益

111 億円

売上高営業利益率

3.2 %

研究開発費

33.81 億円

設備投資費

130.67 億円

2019年度
3,448億円

※ 億円未満を切り捨てて表示

製粉事業
1,026億円（30％）その他事業

378億円（11％）

食品事業
2,043億円（59％）

（年度） 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
売上高
　　製粉事業 91,833 100,745 96,066 100,129 101,673 103,071 96,940 97,752 102,736 102,621
　　食品事業 132,931 140,521 147,591 158,974 166,581 177,417 182,231 191,643 195,696 204,399
　　その他事業 27,373 27,827 27,412 28,005 30,256 31,139 33,760 34,099 36,966 37,818
　合計 252,139 269,094 271,069 287,109 298,511 311,628 312,932 323,495 335,399 344,839
研究開発費 2,756 2,574 2,620 2,660 2,688 2,805 2,971 3,187 3,346 3,381
営業利益 10,567 9,634 9,713 10,808 8,406 11,093 11,574 10,060 11,222 11,101
経常利益 10,827 10,210 10,906 12,248 9,807 12,666 13,162 11,862 13,065 12,740
親会社株主に帰属する 
当期純利益 6,026 6,235 7,008 7,810 6,981 8,222 8,934 7,651 8,455 8,941

売上高営業利益率（％） 4.2 3.6 3.6 3.8 2.8 3.6 3.7 3.1 3.3 3.2

連結設備投資額 7,130 11,753 12,213 13,374 6,206 7,413 12,023 10,119 15,911 13,067
減価償却費 6,784 7,277 7,863 8,043 8,030 7,564 7,715 7,791 7,428 8,375

（国内）
●  神戸甲南工場隣接地購入
●  一富士製麺所新調理麺工場建設
●  エヌピーエフジャパンペットフード 
新ライン増設

（海外）
●  NIPPN (Thailand) Co., Ltd. 
プレミックスライン増設

●  上海金山日粉プレミックス工場建設

（国内）
●  千駄ヶ谷５丁目再開発
●  千葉工場ふすまバラ出荷設備建設

（海外）
●  上海金山日粉プレミックスライン増設

（国内）
●  福岡プレミックス工場新設
●  ニップン冷食伊勢崎冷凍食品 
工場増設

（海外）
●  NIPPN (Thailand) Co., Ltd.  
冷凍生地製造工場新設

（海外）
●  PT.NIPPN Products 
Indonesiaプレミックス
工場新設

ヒストリカルデータ

損益状況（連結）

設備投資状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

【主な実績】 【今後の予定】

財務・非財務ハイライト

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降

05 Nippn Report  2020

Environment 〈環境〉

Social 〈社会〉

Governance 〈ガバナンス〉

非財務

● ＣＯ２排出量（連結） ● 廃棄物等総排出量（連結） ● 排水量（連結）

159千ｔ-ＣＯ２ 47千ｔ 2,192千ｍ３

● 物流におけるＣＯ２排出量 ● 廃棄物等再資源化率（連結） ● 化学物質使用量（連結）

45千ｔ-ＣＯ２ 95.2％ 11千ℓ

● ニップン四季の森植樹本数

累計900本

●  従業員数（連結） ●  育児休業・育児勤務制度利用者数 ●  為末大学食育学部 
受講児童数実績

3,737名 37名 累計2,555名

●  女性管理職数 ●  お客様センターお問い合わせ件数 ●  ユニセフへの支援

29名 14,429件 累計1,900万円

● 取締役人数（2020年10月現在） ● 監査役会開催回数 ● 監査役会出席率

15名 12回 100％

● 取締役会開催回数 ● 取締役会出席率 ● 内部通報件数

17回 98％ 0件

• 実績年度：2019年度（※対象期間の明記がある場合を除く）
• 対象範囲：ニップン単体（※「連結」と明記がある場合を除く）

うち社外取締役 5名
うち女性取締役 1名
女性取締役比率 7％

うち社外取締役 100％
うち社外監査役 100％

※  2020年6月より 
監査等委員会設置会社に移行

※  2020年6月より 
監査等委員会設置会社に移行
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　新型コロナウイルス感染症の拡大で社会の在り方が大き
く変わったように、ニップングループを取り巻く事業環境は
日々大きく変化しています。ニップングループはこれらの社
会変化の中で新たに求められてくる商品を先駆けて開発して
いく、市場創造型商品開発を進めることで、多様化するニー

ズに対応しています。また、日々深刻化する社会問題の解決
に向け、環境や社会に配慮した商品の開発も進めています。
グローバルな多角的総合食品企業として存在感を発揮してい
くことをめざし、持続的な社会の形成に寄与していきたいと
考えています。

アマニ習慣 ニップン アマニ油  
プレミアムリッチ

ニップン ハート  
スティックタイプ

オーマイ 超早ゆで  
サラダマカロニ

オーマイ  
ラザニエッテ

REGALO  
濃厚ラグーソース

ニップン 手作りパイキット  
アップルパイ

オーマイプレミアム  
海の幸のペスカトーレ

ニップン いまどきごはん  
ガパオライス

ニップン よくばり御膳  
五目ご飯と鶏と野菜の黒酢あん

ニップングループの価値創造モデル

事業を取り巻く環境

社会環境の変化

ニーズの多様化への対応

市場創造型 
商品開発

めざすべき企業像

その他事業

ペットケア ヘルスケア

食品素材 加工食品

冷凍食品

中食

製粉

国内生産拠点 8 拠点

海外生産拠点 3 拠点

自社の研究開発拠点
・中央研究所
・開発本部

従業員数

3,737 名

社会問題への対応

ニーズの多様化や社会問題に対応した商品

社会問題の深刻化

● 少子高齢化
● 働き手の不足
● 女性の社会進出
● 共働き世帯の増加
● 少数世帯の増加
● 販売チャネルの多様化

グローバルな 
多角的総合食品企業

売上高 5,000 億円

営業利益 250 億円

ROE 8 %

営業利益率 5 %

環境・社会に配慮し
持続的な社会の
形成に寄与

おいしさ

環境 栄養

包装形態 価格

食べやすさ

環境

社会 ガバナンス

●  気候変動
●  水資源枯渇
●  プラスチックごみ問題
●  森林破壊
●  人権問題の顕在化
●  新型コロナウイルス感染症 
の拡大

ニップングループの事業 創造する価値

製
粉
事
業

食
品
事
業

ニップン 
の事業

事業を支える基盤

※2020年3月末連結 ※国内単体、海外連結 ※ 当社単体

※ 業務用商品も展開
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● 研究開発の結果
顧客のニーズを踏まえた新商品
　単身世帯の増加や女性の社会進出な
ど、人々の働き方や生活パターンは変化し
てきています。当社はこうした社会の変
化とそれに伴って変わるお客さまのニーズ
に応え、新たな商品の開発に取り組んで
います。
　2020年春には家庭用新商品として、
「食品ロスを減らしたい」「手軽に調理したい」などのお客さ
まのご要望に応え、より使いやすい分量の小分け袋の小麦粉
「ニップン ハート スティックタイプ」を開発しました。

Environment 〈環境〉

Social 〈社会〉

● 外部からの評価
「第41回食品産業優良企業等表彰」環境部門で2回目の農林
水産大臣賞受賞
　昨今、商品の容器やストローをプラスチック製から紙製に切
り替える動きが世界的に活発になっています。
　当社は、海洋プラスチックごみ問題対策の一環として、冷凍
食品の「よくばりプレート」や「よくばり御膳」に、無漂白の木
材パルプを使用したｅｃｏ紙トレーを使用し、ご家庭で発生する
プラスチックの廃棄量削減を図りました。
　この活動をはじめ、特に冷凍食品分野での環境配慮の取り
組みが評価されたことにより、（公財）食品等流通合理化促
進機構主催、農林水産省支援の「第４１回食品産業優良企業
等表彰」環境部門（省エネ等環境対策推進タイプ）において、
農林水産大臣賞を受
賞しました。
　今回の受賞は、当
社グループが環境保
全活動に取り組んだこ
とに対する評価と受け
止め、今後もより一層
努力していきます。

● プラスチックごみ削減の取り組み
eco紙トレーの採用
　当社は、冷凍食品の「よくばりプレート」「よくばり御膳」

● 研究開発の取り組み
研究開発方針
　ニップングループは、常に新しい時代が求める「食と健康」
の形を探りながら、商品の研究開発に取り組んでいます。
　私たちが大切にしているのは「お客さまの満足」です。お客
さまに愛されるニップンであり続けるために、チャレンジし続
ける精神と科学する心で多彩な研究を進めています。最新の
技術を商品開発に生かし、安全・安心な商品の提供をめざし
ています。

農林水産大臣賞の賞状

に、環境に配慮した無漂白の木材パルプ
で作られたeco紙トレーを使用していま
す。eco紙トレーを製造する際にモール
ド容器※を活用することで、これまで紙ト
レー化が難しかった冷凍食品用の仕切り付きトレーが実現で
きました。
　今後も多くの冷凍食品の紙トレー化が図れるよう活動してい
きます。

※  モールド容器 : 原料パルプを水に溶かし、金型で漉
す
き上げて乾燥させて作っ

た紙成型品。

● 気候変動への対応
省エネ機器の導入
　ニップン冷食（株）竜ヶ崎工場では、2018年度に続き製品
凍結用フリーザーを大型機種に更新しました。既存機は温室
効果の高いフロンガスを冷媒として使用していましたが、更新
機は、温室効果が極めて小さい自然冷媒（NH3 ／ CO2）を
使用しています。省エネ型冷凍機を導入した結果、2019年
度は約100t-CO2のCO2削減効果が得られ、地球温暖化防
止に大きく寄与しました。
　今回の工事は、環境省より助成を受けた（一財）日本冷
媒・環境保全機構（JRECO）の「脱フロン・低炭素社会の
早期実現のための省エネ型自然冷媒機器導入加速化事業」の
補助金を利用しました。

ニップン ハート 
スティックタイプ
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● コーポレート・ガバナンス
基本的な考え方
　ニップングループは、多角的総合食品企業として「食の安
全・安心」の確保を第一とし、おいしさや機能性を追求した
商品をお客さまに安定して提供することを通じて、社会に貢
献する「信頼される企業」となることを理念としています。
　この理念のもと、さまざまなステークホルダーの皆さまから
の信頼に応えるための取り組み事項を定めた「コーポレート・
ガバナンスに関する基本方針」を制定し、経営基盤の整備を
進めています。

ガバナンス体制
　当社は、2020年６月開催の定時株主総会の承認をもって、
監査役会設置会社から監査等委員会設置会社へ移行しました。
　監査等委員である取締役（複数の社外取締役を含む）に取
締役会における議決権を付与することで、監査・監督機能を
強化し、コーポレート・ガバナンス体制をより一層充実させ、
さらなる企業価値向上を図ることを目的とするものです。
　取締役１５名のうち社外取締役は５名で、３分の１を社外取
締役としており、女性の取締役は１名です。
　取締役の指名、報酬については社外取締役を主要な構成員
とした諮問委員会を設置し、取締役会に答申を行います。

取締役会の実効性評価
　取締役会の実効性評価について、2019年度の評価を
2020年5月に、取締役、監査役18名を対象としたアンケー
ト調査を実施し、自己評価を行いました。
　経営陣に判断を委任すべき事項と取締役会の決議事項につ
いては適切に振り分けられており、決議すべき事項について
は十分な時間をかけ審議されていました。また、関連当事者
の利益相反管理も適切になされているなど、意思決定や監督
機能の有効性は確保されているとの評価になりました。一方、

資料の充実や事前配布の早期化による審議の効率化や議論の
活性化など、課題が抽出されました。取締役会の運営の充実
に向け、今後改善を図ります。

社外役員の選任と独立性の基準
　当社は、取締役会の監督機能を高め、経営の健全性を向上
させるため、社外取締役を選任しています。社外取締役は５名
（うち監査等委員である取締役３名）です。
　社外取締役は、取締役会で内部監査の状況等の報告を受け
ます。監査等委員である社外取締役は、会計監査人から年度
の監査計画・監査方針・監査内容・会計監査の方法・監査
結果について報告や説明を受け、情報交換を行うことで綿密
な連携を図っています。また、監査管理部とは、業務の適正
性・効率性・リスク管理の確立状況について、適宜情報を交
換しています。
　社外役員の独立性については、証券取引所の独立役員の独
立性に関する判断基準を参考に、一般株主の利益にも適切に
配慮した監督、監査ができるよう選任しています。

内部統制システムの基本方針
　当社は、業務の適正を確保するための内部統制の基本方針
を定め、その運用状況を報告しています。2020年6月に取
締役会で監査等委員会設置会社へ移行したことに伴い、「内
部統制システムに関する基本方針」の変更を決議しました。金
融商品取引法による財務報告に係る内部統制システムに対応
するため、内部統制基本方針書を定めています。

役員報酬
　役員の報酬等の額の決定方法は、あらかじめ株主総会で決
議された報酬等の額の範囲内で、取締役（監査等委員である
取締役を除く）については取締役会の決議により、監査等委
員である取締役については監査等委員会での取締役の協議に
より決定します。取締役会で取締役報酬等を決議するにあたっ
ては、社外役員を主要な構成員とする諮問委員会で検討のう
え、取締役会に付議します。

監査部門について
　会社の業務上の誤りや不正をなくして法令を遵守し、業務効
率の向上や財務報告の信頼性を高め、会社資産の保全を達成す
る等のために、監査管理部による内部監査を定期的に実施して
います。また、会計監査人による会計監査・内部統制監査を
受けています。監査等委員会と会計監査人とは、年度の監査計
画・監査方針・監査内容・会計監査の方法とその結果につい
て報告や説明を受け、情報交換を行い、連携を図ります。監査
管理部は必要に応じて、会計監査人と意見交換を実施します。

▼ コーポレート・ガバナンス体制（模式図）

連携

監査

取締役会

選任、解任選任、解任

監査
監督

内部 
統制

内部 
監査

会計 
監査

選任、解任

取締役、執行役員が協議

指示 報告

報告

指示
連携

答
申

監査等委員会 会計監査人

株主総会

諮
問
委
員
会

監
査
管
理
部

社
会
・
環
境
委
員
会

代表取締役

各部門

役員会

行動規範、行動指針、業務分掌・決裁手続規程
企業倫理ヘルプライン

Governance 〈ガバナンス〉
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● リスクマネジメント
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）への対応
　2020年は新型コロナウイルスの感染拡大により、企業とし
てさまざまな対応が求められました。当社はニップンの使命
である「お客さまから信頼される企業」として「もっとも優れた
商品とサービスを提供」する立場を堅持し、人命、健康の確保
を最優先に位置づけて、危機に備え、対処することを基本方
針としました。
　当社は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策本
部を設置して対応方針を決定する体制とし、グループ会社に
対しても、対応方針を周知しました。また、最大限の在宅勤
務の推進、時差出勤・フレックスタイム制度の活用、出張の自
粛等の対策を講じ、従業員の感染リスクの低減に努めました。
　一方、小麦粉や加工食品等については安定して供給するこ
とが社会的に求められているため、工場、物流部門において
は、３密（密閉、密集、密接）を避け、アルコール消毒や体調
管理を徹底することで、事業を継続しました。また、医療従
事者の皆さまへの支援として、当社グループの商品を提供し
ました。

緊急時対応
　「行動規範」「行動指針」に関する重大な違反、人の身体・
生命に悪影響を及ぼすような事態、または当社グループの経
営に多大なダメージを与える事態が発生する可能性（危機）
が生じた場合は、「危機管理基本規程」に基づき、社長が最
高責任者として、危機管理に応じた部署を事務局とした体制
を敷き対応します。

● コンプライアンス
コンプライアンス研修
　コンプライアンスでの留意点をまとめた「コンプライアンスガ
イドブック」を作成し、事業場担当者、事業場管理職、グルー
プ会社管理職等に対し研修を行いました。また、仕入業務の
担当者向けに下請法の勉強会を実施しました。

内部通報制度（企業倫理ヘルプライン）
　法令違反や社内不正など、企業倫理や法令に抵触する行為
を防止もしくは早期発見し、是正することを目的として、当社
およびニップン冷食（株）、オーマイ（株）の全従業員が相談も
しくは通報することのできる「企業倫理ヘルプライン」を設置し
ています。
　通報窓口は、社内と社外弁護士の２か所設置しており、通
報したことによって不利益を被らないよう、運用規程を定めて
います。

会社概要

本店 〒102-0083　 
東京都千代田区麹町4-8

創立 1896年（明治29年）9月

資本金 122.4億円

支店 東京、関東、仙台、名古屋、大阪、 
広島、福岡、札幌

工場 横浜、千葉、竜ヶ崎、名古屋、大阪、 
神戸甲南、福岡、小樽

研究開発拠点 中央研究所、開発本部

海外拠点 米国、中国、タイ、インドネシア

主なグループ会社 ニップン商事（株）、松屋製粉（株）、
東福製粉（株）、ニップンドーナツ（株）、
オーマイ（株）、日本リッチ（株）、ニップン
冷食（株）、（株）ファーストフ－ズ、
オーケー食品工業（株）、（株）ナガノトマト、
エヌピーエフジャパン（株）

事業内容

製 粉 事 業：小麦粉、ふすま、倉庫業、港湾運送事業

食 品 事 業：プレミックス類、コーン製品、米粉、家庭用小麦
粉、パスタ類、パスタソース、ホールトマト、オリー
ブ油、乾麺、 冷凍食材、冷凍食品、中食事業

その他事業：ヘルスケア事業、ペットケア事業、バイオテクノ
ロジー事業、機械類の販売など
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